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１．
〇学校目標をめざしたカ
リキュラムマネージメント
の実施

〇「話す・聴く力」を育む
授業の実施

2

２．
〇児童の自主的・自発
的な行動力の育成

〇児童が互いに協働す
る活動の重視

3

３．
〇児童が自ら考え、判断
する活動の重視

〇自分や人のよさ、違い
を互いに認め合い、大切
にしようとする気持ちの
育成

4

４．
〇自分の身体に関心を
もとうとする意識の向上

〇児童の体力の維持と
向上

・縦割り班活動を実施し、児童主体の計画を実現でき
るようにした。
・様々な取組において、自主的、自発的な行動力を
養えるよう計画した。
・主体性を求めると同時に、様々な経験や協働の仕
方を指導した。

・縦割り活動については回数を重ねることで、教職員
も中心となる6年生も活動イメージができるようになっ
た。
・他の部会の活動と関連し、生活目標の話し合いを
進めるなど、子供が学校を考える機会を創出できた。
・花束ウィークを計画的に運営し、高学年の主体性を
はぐくめた。
・高学年以外の参画意識が希薄だったため、参画意
識を高める手立てが必要である。

・縦割り班活動は軌道に乗りつつある。６年の計画時
数確保が課題である。縦割り給食を前提にした班編
成にしていなかったので、来年度はそのような活動に
ついても配慮しながら班編成を行って行く。
・代表委員会の有効利用をさらに進める。（子どもの
意見の集約と委員会の組織化していく）

・身体に関心を持ち健康な体づくりができるように日
頃の学校生活の中で指導した。
・児童の体力の維持・向上へとつながるきっかけをつ
くるよう声掛けを行った。
・「防災意識の向上」「避難・安全行動の習慣化」をめ
ざして防災教育を計画した。

・スライドを活用して、地震が起こったらどうなるかや、
避難行動をどうするとよいかを子どもが考えることがで
きた。
・運動会を利用し、子どもたちが体力について考える
取組があってもよかったのではないだろうか。
・体育委員会による「南ユリンピック」を今年度も開催
できたが、体力向上に向けた取組を継続的に実施で
きなかった。

・危機管理マニュアルを市のひな型との統一してい
く。これまでのマニュアルと差異がないか検討してい
く。
起震車・けむり体験等を来年度も行うかの検討してい
く。
・来年度の運動会では、特活的、主体的は残したま
ま、秋実施・練習時間の削減・児童席、保護者席の
配置や通路の確保を中心に変更していく。
・体力向上に向けた取組を継続的に計画していく。

・研究授業を各学年で順番に取り組み、授業公開、
研究討議を通して本校の目指す子ども像に向かって
いけるよう、手立てや教材開発を進めた。
・全教科を通じて「聴いて考えてつなげる」授業を
行った。
・朝のモジュールの時間に「話し合う」「書く」「読書」を
位置づけ指導した。

・校内研究については、各学年でテーマに向けて
しっかりと取り組むことができた。来年度も計画的に取
り組んでいけるようにしたい。
・国語以外の他教科で「話す・聴く」力がどのように活
かしていけているかという振り返りがされていなかっ
た。

・国語で身につけてきた力を他教科にも活かすととも
に、よりしっかりと「話す・聴く」が段階的に計画的に身
につけていけるように、朝のモジュールを充実させ
る。
・他教科や他の活動においても「伝え合う力」が身に
つけられるように指導していく。

◯児童支援・指導
・学校スタンダードの確認・生活目標とふりかえり・教
育相談・学校生活アンケート・教室内支援法研修
◯人権教育
・年間カリキュラムに沿って全体計画の作成・「性の多
様性プログラム」職員研修
◯共生＊共育／効果測定
・共生共育校内年間計画作成・共生共育全体計画研
修
◯情報モラル・道徳教育
・情報モラル教室・特別支援教育研修

・生活目標のふりかえりを代表委員会で扱う新たな試
みを行った。トップダウン的にではなく、子どもたちが
学校生活をより良いものにしようと取り組めるシステム
づくりの第一歩を踏み出せた。
・学校スタンダードをしっかりと守っていこうとする教職
員の共通理解がさらに必要であることに気づいた。ま
た、実態に合わせて見直ししていく必要があるものも
あった。

・学校スタンダードを意識して全職員が同じ方向を見
て児童指導できるようにする。そのために守るべきこ
と、内容の見直しを行う。
・生活目標を児童が自分たちの目標と意識し、改善し
ていこうとする気持ちを育てていくために、代表委員
会で生活目標を扱うこととする。そのためにも、今掲
げているでいる生活目標の見直し、精選を今年度中
に行い、新年度すぐにスタートできるよう準備する。

学 校 教 育 目 標 今年度の重点目標

「笑顔があふれる　明日が楽しみに思える学校に」
　・考える子（進んでよく学びよく考える子）
　・思いやりのある子（心の豊かな思いやりのある子）
　・ねばり強い子（心身ともに健康でねばり強く取り組む子）

１．学校目標をめざしたカリキュラムマネージメントの実施・「話す・聴く力」を育む授業の実施
２．児童の自主的・自発的な行動力の育成・児童が互いに協働する活動の重視
３．児童が自ら考え、判断する活動の重視・自分や人のよさ、違いを互いに認め合い、大切にしようとする気持ち
の育成
４．自分の身体に関心をもとうとする意識の向上・児童の体力の維持と向上

評 価 項 目 具 体 的 な 取 組 成 果 と 課 題 具 体 的 な 改 善 策
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学 校 関 係 者 の評 価 学校運営のまとめ

（学校運営協議会　アンケート結果から）
・「学校は楽しい」という問いに対して、児童の回答結果の『あまりそう思わない』
『そう思わない』の合計が7.5パーセントということを、「少ないから大丈夫」というと
らえ方ではなく、「困っている子がいる」というとらえ方でぜひ向き合ってほしい。
・「相手を思いやる気持ちの育ち」の問いに対して、児童・教職員はかなりの肯定
的な数値になっているのに対して、保護者の数値がそれほど高くない。家庭でそ
ういう面を見る機会が少ないと考えられるので、子供同士のかかわりや異学年交
流などもっとアピールして良いと思う。

　本年度も、「笑顔があふれる 明日が楽しみに思える学校に」という学校目標の実現に向け取り組んで
きた。「話す・聴く」「主体的な活動の重視」「思いやりの気持ちの育成」「体力の維持・向上」の４点を重
点に掲げて教育活動を展開した。教職員の指導に対する姿勢に明らかな変化が見られ、それが日頃
の授業や児童へのかかわり方に生かされ始めていた。それに伴い、児童の姿にも多くの前向きな変化
が見られるようになった。４つの重点項目に取り組む中で、すべての学びや活動の基盤となるのは「話
す・聴く」力であることが改めてはっきりと見えてきた。今後はこの点においてさらに注力し、「話す・聴
く」力を育成するための新たな取組を進めていきたい。また、本年度見られた教職員と児童のよい変化
を、より大きな成果へとつなげていきたい。


